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２
０
０
９
年
歉
平
成
似事
年
歐

８
月

似寺
日

水
曜
日

テレビ ８、９、似寺

スポーツ 事事～事侍

ウイークリーフォト 事児

ぐるっと事持町村 事寺～事時

せいかつ掲示板 似歯

みんな天才 似事

ライフ（福祉） 似似

屋内リンクにトップ選手続々 事侍

トヨタ社長が農作業体験 似児

貿易額牆億円を突破 ３

似歯歯時衆院選 投票まで４日

候補の誓い ３面

連立入り踏み込む社民 ５面

候補の一日同行ルポ

わたしの争点 似字面

９月オープンの帯広の森屋

内スピードスケート場に、実

業団や大学、高校などのチー

ムが合宿のため集結する。国

内で夏の氷上練習を実現する

新リンクへの期待は大きい。

７月の十勝港貿易概況によ

ると、１～７月の輸出入累計

額は牘億慈歯歯万円で、過去最

高だった昨年の牀億児慈歯歯万円

を７カ月で更新した。

トヨタ自

動車の豊田

章男社長が

焉日、同社

運営のサイ

トに参加する鹿

追町を初めて訪

れ、牧場で搾乳体験、地元の人々

と交流を深めた。

最高気温 似事℃
最低気温 事児℃

石川氏優位保つ

中
川
氏
組
織
力
で
追
い
上
げ

石川知裕氏渡辺紫氏 中川昭一氏

大雪山系トムラウシ山で先月、登山ツアーの客ら８人が死亡した遭難事故で、道警は
焉日朝から実況見分を開始。捜査員はヒサゴ沼の避難小屋前で、トムラウシ山方向に
献花し、黙とうをささげた（焉日午前８時燎分、塩原真撮影）絞烙面に関連記事

高
橋
氏
が
４
選

本

別

町
長
選

無
投
票
で
４
選
を
果
た
し
欷
万
歳
す
る
高
橋
氏
盜
左
は

照
子
夫
人

熕
％

欹
食
料
自
給
率
燎
％
を
具
体
的
な
目
標

に
飮欹
主
要
穀
物
等
で
は
完
全
自
給
率
を

目
指
す
飮欹
食
料
自
給
率
燎
％
台
回
復
を

最
優
先
課
題
に
飮盜
各
党
の
マ
ニ
フ
櫪
ス
ト
歉
政
権

公
約
歐
を
見
る
と
欷
食
料
自
給
率
向
上
の
文
言
が
載

檸
て
い
る
▼
食
料
自
給
率
は
食
料
消
費
が
国
内
生
産

で
ど
の
程
度
賄
え
る
か
の
指
標
盜
カ
ロ
リ
欟
ベ
欟
ス

で
見
る
と
燎
年
前
犢
％
が
炳
年
前
に
は
燎
％
を
切
檸

た
盜
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず
２
０
０
６
年
度
に
は
熄
％

割
れ
盜
や
や
回
復
し
昨
年
度
は
熕
％
だ
檸
た
▼
戦

後
欷
和
食
中
心
の
食
生
活
に
洋
風
化
が
浸
透
盜
自
給

率
の
高
い
米
の
消
費
量
が
減
少
し
欷
自
給
率
の
低
い

畜
産
物
欷
油
脂
の
消
費
が
増
え
た
盜
フ
櫟
ス
ト
フ
欟

ド
欷
外
食
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
▼
北
海
道
は
２
０

０
％
あ
り
欷
国
内
自
給
の
烟
％
を
供
給
す
る
食
料
供

給
基
地
盜
し
か
し
欷
生
産
額
ベ
欟
ス
は
１
８
１
％
で

カ
ロ
リ
欟
ベ
欟
ス
を
下
回
る
盜
生
産
額
ベ
欟
ス
が
カ

ロ
リ
欟
ベ
欟
ス
よ
り
低
い
の
は
秋
田
欷
富
山
欷
福

井
欷
滋
賀
の
４
県
と
北
海
道
だ
け
だ
▼
二
期
作
欷
二

毛
作
の
で
き
る
集
約
型
と
違
い
欷
土
地
利
用
型
の
本

道
は
原
料
は
提
供
す
る
が
欷
付
加
価
値
を
高
め
て
販

売
す
る
点
で
は
劣
る
盜
い
か
に
知
恵
と
手
間
を
か
け

て
高
付
加
価
値
に
す
る
か
盜
ク
リ
欟
ン
農
業
欷
有
機

栽
培
欷
外
食
欷
観
光
と
の
連
携
欷
地
産
地
消
欷
農
村

文
化
の
発
信
歙
い
ろ
い
ろ
打
つ
手
は
あ
る
▼
政
府
も

道
・
市
町
村
も
欷
与
党
も
野
党
も
欷
生
産
者
も
消
費

者
も
欷
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
が
自
覚
し
な
く
て
は
先
進

国
最
低
の
食
料
自
給
率
は
改
善
し
な
い
盜
１
１
０
０

％
を
誇
る
農
業
王
国
・
十
勝
の
果
た
す
役
割
は
も
ち

ろ
ん
大
き
い
盜

歉
小
野
寺
裕
歐

事事区終盤情勢調査

衆
院
選
歉
煥
日
投
開
票
歐
で
欷
十
勝
毎
日
新
聞

社
は
炳
殳
烋
の
４
日
間
欷
世
論
調
査
を
実
施
欷
担

当
記
者
の
情
報
を
総
合
し
て
道
瀲
選
挙
区
歉
十

勝
歐
の
公
示
後
の
情
勢
を
探
檸
た
盜
政
権
交
代
を
訴
え
る
石
川
知
裕
氏
歉
煖
歐
妻
民
主

前
欷
国
民
新
推
薦
妻
が
幅
広
い
年
代
・
職
業
層
で
支
持
を
集
め
優
位
を
保
ち
欷
中
川
昭

一
氏
歉
燹
歐
妻
自
民
前
欷
公
明
推
薦
妻
が
組
織
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
追
い
上
げ
て
い

る
盜
渡
辺
紫
氏
歉
爛
歐
妻
共
産
新
妻
は
自
民
・
民
主
の
攻
防
が
注
目
さ
れ
る
中
欷
伸
び

悩
ん
で
い
る
盜
９
割
以
上
が
欹
投
票
に
絶
対
行
く
飮
と
し
て
い
る
半
面
欷
３
割
が
態
度

を
決
め
て
お
ら
ず
最
終
盤
に
向
け
て
流
動
的
要
素
と
な
檸
て
い
る
盜

渡
辺
氏
伸
び
悩
む

３
割
は
未
定

比
例
も
民
主
リ
欟
ド

自
民
続
き
欷大
地
３
番
手

トムラウシ遭難実況見分

衆
院
選
比
例
代
表
道
ブ
ロ
蘖
ク

の
十
勝
管
内
の
情
勢
は
欷
民
主
が

約
烙
％
の
支
持
を
集
め
欷
自
民
が

約
烱
％
で
続
い
て
い
る
盜
新
党
大

地
は
前
回
衆
院
選
歉
２
０
０
５

年
歐
並
み
の
約
瀾
％
欷
民
主
と
の

選
挙
協
力
を
背
景
に
３
番
手
に
つ

け
て
い
る
盜
３
割
は
態
度
未
定
盜

公
明
歉
約
３
％
歐欷
共
産
歉
同
歐

も
前
回
と
同
程
度
盜
社
民
歉
約
１

％
歐
は
前
回
よ
り
や
や
減
ら
し

た
盜
民
主
は
ト
蘖
プ
だ
が
公
示
前

よ
り
微
減
傾
向
盜
選
挙
協
力
を
結

ぶ
大
地
に
一
定
程
度
の
支
持
が
流

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
盜

政
党
支
持
率
は
自
民
似似
・
０

％
欷
民
主
侍似
・
８
％
欷
共
産
３
・

０
％
欷
公
明
１
・
７
％
欷
大
地
１

・
１
％
欷
社
民
０
・
４
％
と
な
檸

て
い
る
盜

歉
衆
院
選
取
材
班
歐

歇
本
別
歃
任
期
満
了
に
伴
う
本

別
町
長
選
は
欷
告
示
日
の
烙
日
午

後
５
時
に
立
候
補
の
届
け
出
が
締

め
切
ら
れ
欷
た
だ
１
人
届
け
出
た

現
職
の
高
橋
正
夫
氏
歉
爍
歐
妻
無

所
属
妻
が
無
投
票
で
４
選
を
果
た

し
た
盜

歉
２
面
に
イ
ン
タ
ビ
欒
欟
欷
解

説
欷
事持
面
に
関
連
記
事
歐

高
橋
氏
は
こ
の
日
欷
町
内
で
の

遊
説
を
終
え
て
午
後
４
時
燼
分
す

ぎ
欷
支
持
者
や
管
内
各
町
村
長
ら

約
狠
人
が
待
つ
町
山
手
町
の
選
挙

事
務
所
に
到
着
盜
無
投
票
当
選
の

連
絡
が
入
る
と
欷
必
勝
だ
る
ま
に

欹
Ｖ
飮
を
書
き
入
れ
欷
森
岡
嗣
選

対
本
部
長
欷
照
子
夫
人
歉
爐
歐
と

共
に
掲
げ
た
盜
笠
原
求
町
議
会
議

長
欷
池
本
柳
次
欷
佐
々
木
恵
美
子

両
道
議
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
盜

高
橋
氏
は
欹
多
く
の
支
援
の
お

か
げ
盜
町
民
と
交
わ
し
た
約
束
を

実
現
す
る
た
め
欷
元
気
い
檸
ぱ
い

頑
張
り
た
い
飮
と
決
意
を
表
明
盜

欹
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
１

つ
の
自
治
体
で
完
結
で
き
な
い
盜

歉
管
内
他
町
村
と
歐
し
檸
か
り
連

携
し
欷
国
の
制
度
に
も
の
を
言
え

る
よ
う
尽
力
し
た
い
飮
と
欷
十
勝

町
村
会
長
と
し
て
の
抱
負
も
語
檸

た
盜３

期
目
の
任
期
は
９
月
烟
日
ま

で
で
欷
同
烋
日
か
ら
４
期
目
に
入

る
盜
今
月
侍事
日
に
町
選
管
か
ら
当

選
証
書
が
交
付
さ
れ
る
予
定
盜

高
橋
氏
は
１
９
５
１
年
欷
本
別

町
生
ま
れ
欷
本
別
高
卒
盜
犹
年
欷

町
議
に
初
当
選
盜
狢
年
の
町
長
選

に
敗
れ
た
が
欷
翌
年
町
議
に
返
り

咲
き
欷
副
議
長
を
務
め
た
盜
猜
年

の
町
長
選
で
初
当
選
欷
２
０
０
１

年
と
潴
年
は
無
投
票
で
当
選
し

た
盜

歉
杉
原
尚
勝
歐

歉
Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
欷

か
ち
モ
バ
に
動
画
歐

世
論
調
査

十
勝
管
内
の
選
挙

人
名
簿
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
１

０
０
０
人
に
対
し
欷
電
話
で
聞
き

取
り
調
査
し
た
盜
サ
ン
プ
ル
数
は

男
女
各
５
０
０
人
盜

石
川
氏
は
民
主
支
持
層
欷
新
党

大
地
支
持
層
の
８
割
強
欷
社
民
支

持
層
の
５
割
を
固
め
欷
保
守
層
と

共
産
支
持
層
の
一
部
に
も
食
い
込

む
盜
民
主
へ
の
追
い
風
も
あ
り
欷

全
年
代
と
農
業
者
以
外
の
全
職
域

で
他
候
補
を
リ
欟
ド
盜
特
に
煥
殳

燎
代
欷
会
社
員
欷
公
務
員
で
強
く
欷

高
齢
者
層
の
支
持
も
厚
い
盜

選
挙
協
力
を
結
ぶ
新
党
大
地
と

連
携
し
町
村
部
の
支
持
固
め
を
先

行
欷
公
示
後
は
遊
説
日
程
な
ど
の

大
半
を
大
票
田
の
帯
広
と
近
隣
３

町
に
充
て
て
い
る
盜
た
だ
追
い
風

を
受
け
て
楽
観
ム
欟
ド
も
漂
い
が

ち
で
欷
陣
営
で
は
上
滑
り
を
警
戒

し
て
い
る
盜

中
川
氏
は
自
民
支
持
層
の
７
割

強
を
固
め
欷
公
明
支
持
層
の
約
６

割
を
引
き
付
け
る
盜
炳
代
欷
爛
代

以
上
の
支
持
が
比
較
的
厚
い
盜
日

米
Ｆ
Ｔ
Ａ
歉
自
由
貿
易
協
定
歐
問

題
で
民
主
の
農
業
政
策
を
批
判
欷

農
業
者
の
支
持
は
他
候
補
を
上
回

る
盜
商
工
業
者
欷
主
婦
層
で
も
支

持
を
伸
ば
し
て
い
る
盜

半
面
欷
自
民
へ
の
逆
風
や
２
月

に
演
じ
た
失
態
会
見
の
影
響
を
強

く
受
け
欷
従
来
の
支
持
層
を
ま
と

め
切
れ
て
い
な
い
盜
農
業
団
体
の

支
持
を
背
景
に
組
織
力
を
総
動

員
欷
自
民
党
の
有
力
国
会
議
員
も

続
々
と
投
入
し
欷
懸
命
に
追
檸
て

い
る
盜

渡
辺
氏
は
共
産
支
持
層
の
５
割

強
し
か
固
め
て
お
ら
ず
欷
現
政
権

へ
の
批
判
票
は
石
川
氏
に
流
れ
て

い
る
盜
商
工
業
者
欷
会
社
員
欷
公

務
員
欷
年
代
で
は
炳
欷
煥
代
が
中

心
盜
消
費
税
増
税
反
対
な
ど
独
自

政
策
を
掲
げ
る
が
欷
前
回
衆
院
選

歉
２
０
０
５
年
９
月
歐
で
共
産
候

補
が
獲
得
し
た
票
の
上
積
み
は
微

妙
に
な
檸
て
い
る
盜

欹
投
票
に
絶
対
行
く
飮
と
答
え

た
人
は
狹
・
２
％
欷欹
た
ぶ
ん
行

く
飮
は
５
・
７
％
で
欷関
心
の
高

さ
が
目
立
つ
盜一
方
欷３
割
近
く
に

上
る
無
党
派
層
の
う
ち
７
割
は
い

ま
だ
態
度
未
定
盜石
川
欷中
川
両
前

職
と
も
同
層
の
取
り
込
み
は
進
ん

で
お
ら
ず
欷不
確
定
要
素
と
な
檸

て
い
る
盜

歉
衆
院
選
取
材
班
歐


